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(44) (9) (10) (4) (9) (12)

137

0.03

(29) (6) (7) (3) (6) (7)

4049 13 21 1 1 6 7 6 13

1.31 0.45 0.72 0.17 0.14 1.00 1.17 0.86 1.86

224 2 5 2 4 1

0.07 0.07 0.17 0.33 0.67 0.14

561 6 5 4 4 2 1

0.18 0.21 0.17 0.57 0.57 0.33 0.17

5178 34 50 7 11 13 16 1 2 13 18 3

1.67 1.17 1.72 1.17 1.83 1.86 2.29 0.33 0.67 2.17 3.00 0.43

173 4 2 1 1 1 1 1 1

0.06 0.14 0.07 0.17 0.14 0.33 0.17 0.14 0.14

8396 151 313 20 62 36 87 5 18 38 66 52 80

2.71 ◎5.21 ◎10.79 3.33 ◎10.33 ◎5.14 ◎12.43 1.67 ◎6.00 ◎6.33 ◎11.00 ◎7.43 ◎11.43 　第34週の県平均の手足口病定点当たり報告数は6.21人で、
30 警報開始基準値(6人）以上となったため、「ヘルパンギーナ警報」

0.01 を発令しました（8月31日）。
650 14 6 3 1 3 1 5 4 2 1

0.21 0.48 0.21 0.50 0.17 0.43 0.33 0.83 0.67 0.29 0.14

1556 46 180 6 24 1 18 2 2 10 58 27 78

0.50 1.59 ◎6.21 1.00 4.00 0.14 2.57 0.67 0.67 1.67 ◎9.67 3.86 ◎11.14 　連日多くの新規陽性者が報告されています。
73    不織布マスクの正しい着用、換気の励行などの一般的な感染

0.02  防止対策を徹底し、ワクチン接種を検討いただけるようお願い
(8) (1) (3) (1) (1) (2)  します。　

5 　 また、感染に対する不安を感じたら、県内の薬局やドラッグ
0.01  ストアなどにおいて無料でPCR等検査を受けることができ

119 1 3 1 1 1 1  ますので、積極的に利用してください。
0.17 0.13 0.38 0.33 1.00 0.50 0.50  （検査は、無症状の方が対象です。）

(10) (2) (2) (1) (2) (3)

1

0.00  ※ 山形県の新型コロナウイルス感染症に関する 情報は、

　をご覧ください。
6

0.01

7 ※定点把握感染症のグラフ・全数把握感染症の年間累積数に

0.01    ついては別紙（グラフページ）をご覧ください。

2 ※ウイルス分離・検出状況については、衛生研究所のHPを

0.00    ご覧ください。

　　※表中の数値　上段：報告数　下段：定点当たり報告数
　　※定点当たり報告数が、▲：2週連続増加、△：今週増加、▼：2週連続減少、▽：今週減少　　　　
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388
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0
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425

 ※新型コロナウイルス感染症について

　　新型コロナウイルス感染症に 関連するポータルサイト（県庁HP）
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＜通 信 欄＞

 ※「ヘルパンギーナ警報」が発令されました

△ 377

累積
（県）庄内保健所 報告なし

2022年8月31日
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△

△

133

▽

令和4年第34週（令和4年8月22日～令和4年8月28日）

5630△

△

△ △

392

＜全数把握感染症＞

置賜保健所山形市保健所

1

0

1

61

2

△

＜定点把握感染症＞

インフルエンザ定点 (定点医療機関数)

インフルエンザ

▽

水痘 ▼

感染性胃腸炎 △

△

△ ▲

▽

村山保健所 最上保健所

小児科定点　　  （定点医療機関数）

RSウイルス感染症 △ △

▼

▽

流行性耳下腺炎

基幹定点　　　  　（定点医療機関数）

疾 患 名
全国 山 形 県

Ａ群溶血性
レンサ球菌咽頭炎

咽頭結膜熱 △

△

△

突発性発しん ▽

▲手足口病

伝染性紅斑

△

▽

△ヘルパンギーナ

無菌性髄膜炎

眼科定点　　　　  （定点医療機関数）

クラミジア肺炎

流行性角結膜炎

感染性胃腸炎
（ロタウイルス）

▲

細菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎

急性出血性結膜炎

△

山形県感染症情報センター（山形県衛生研究所）
TEL.023-627-1109, FAX023-641-7486

URL http://www.eiken.yamagata.yamagata.jp/

山
形
市

村
山

最
上
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腸管出血性大腸菌
感染症

2
※第32週追加報告分（2）
型別：O157　VT1VT2 （2）

Ｅ型肝炎 1 ※第33週追加報告分

カルバペネム耐性
腸内細菌感染症

1 90日以内の海外渡航歴：無し

後天性免疫不全
症候群

1 ※第32週追加報告分

侵襲性肺炎球菌
感染症

2
※第31週追加報告分（2）
ワクチン接種歴：
　　　　　　　無し（1）、不明（1）

疾 患 名
報 告 数

備 考

    1

https://www.pref.yamagata.jp/020072/bosai/kochibou/kikikanri/covid19/coronavirus.html
https://www.pref.yamagata.jp/020072/bosai/kochibou/kikikanri/covid19/coronavirus.html
http://www.eiken.yamagata.yamagata.jp/
http://www.eiken.yamagata.yamagata.jp/
https://yamagata-pcr.com/
https://yamagata-pcr.com/


＜トピックス＞

インフルエンザ定点 ～5ヶ月 ～11ヶ月 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10～14歳 15～19歳 20～29歳 合計

　

30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳～

　夏も終わろうとしていますが、夏風邪の代表的な疾患といわれる

小児科定点 ～5ヶ月 ～11ヶ月 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10～14歳 15～19歳 20歳～ 合計 手足口病とヘルパンギーナが大きな流行となっています。

ＲＳウイルス感染症 3 3 6 5 2 1 1 21 　第34週には、手足口病、ヘルパンギーナともに県平均の定点当たり

咽頭結膜熱 1 1 1 2 5 報告数が警報レベルとなっています。

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1 2 1 1 5 ＜県内流行MAP＞

感染性胃腸炎 4 8 10 4 4 3 3 5 2 6 1 50

水痘 1 1 2

手足口病 8 34 132 94 22 11 2 4 2 2 2 313

伝染性紅斑 0

突発性発しん 2 3 1 6

ヘルパンギーナ 7 64 59 30 7 4 2 1 2 1 1 1 1 180

流行性耳下腺炎 0

　手足口病は、ウイルスに感染することによって口の

発行 中や手足に水疱性の発疹がでる感染症です。発熱は

あってもあまり高くならないことがほとんどです。

3歳くらいまでの小さな子どもがかかりやすい
6月 7月 6月 7月 6月 7月 6月 7月 6月 7月 6月 7月 1～7月 感染症です。　

　感染経路は、咳やくしゃみの中に含まれるウイルスに
15 18 4 5 1 4 3 3 4 4 5 よる飛沫感染、水疱や便に含まれるウイルスが手などを介して、口や

1.50 1.80 1.33 1.67 1.00 4.00 3.00 1.50 2.00 1.33 1.67 目などの粘膜から入ることによる接触感染です。治った後も長い
12 7 6 2 1 2 5 2 1 期間ウイルスが排出されるので、手洗いの徹底が重要です。手洗いは

1.20 0.70 2.00 2.00 1.00 1.00 2.50 0.67 0.33 流水と石けんで十分に行い、タオルの共用は避けましょう。
3 1 1 1

0.30 1.00 0.50 0.33

2 5 1 2 2 2 　ヘルパンギーナは、ウイルスに感染することによって発熱（高熱）、

0.20 0.50 0.33 1.00 0.67 0.67 咽頭痛、口腔内の水疱や発赤などがあらわれる感染症です。

 口腔内の水疱や痛みのため、食事や水分が取りづらく

3 3 1 1 2 2 なるため、脱水にならないように注意が必要です。

0.30 0.30 1.00 0.50 0.67 0.67 　感染経路は、咳やくしゃみの中に含まれるウイルスに

9 7 2 1 3 4 6 よる飛沫感染、水疱や便に含まれるウイルスが手などを介して、口や目

0.90 0.70 1.00 0.50 3.00 1.33 2.00 などの粘膜から入ることによる接触感染です。治った後も長い期間排出

されるので、手洗いの徹底が重要です。手洗いは流水と石けんで十分に

行い、タオルの共用は避けましょう。
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定点当り

定点当り

報告数

報告数

(3)

報告数

定点当り

淋菌感染症

定点当り

性器ヘルペスウイルス
感染症

尖圭コンジローマ

定点当り
薬剤耐性緑膿菌感染症

17

報告数

定点当り

メチシリン耐性
黄色ブドウ球菌感染症

報告数
83

0

22

定点当り
性器クラミジア感染症

基幹定点　            　 （定点医療機関数）

報告数

報告数ペニシリン耐性肺炎球菌
感染症
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2022年8月24日

村 山
保 健 所

置 賜
保 健 所

(1)

庄 内
保 健 所

山 形 県

STD定点　             　（定点医療機関数）

最 上
保 健 所

(1)(10) (3)

山 形 市
保 健 所

累積
 (県)

＜定点把握感染症　報告患者数　年齢別＞

インフルエンザ

＜　令和 4年 7月　月報　＞

疾  患  名

手足口病

ヘルパンギーナ

手足口病

1.0未満

1.0～

2.0～

5.0～

ヘルパンギーナ

 　     2


